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１．塩害による作物の被害
①土壌中に塩分が過剰に存在すると浸透圧が上昇し、作物が水分不足になる。
②作物がナトリウムや塩素イオンを異常に吸収し、拮抗作用によりカリウムやカルシウムの吸収が阻害される。
③土壌中に過剰なナトリウムイオンが入るため、土壌の物理性が悪くなり、排水性の低下や還元化が起きる。
④有用菌の繁殖が抑えられ、有機物の分解（窒素の無機化）や硝酸化成が抑制されるため、作物の窒素栄養が
不足する。
⑤上記の影響は、地下水位が高いところほど助長される。

２．塩害対策の進め方（かけ流し式）

石灰類の施用
塩分濃度が高い場合は
消石灰、炭ｶﾙなどを
100kg/10a程度散布し、
代かきした後に排水す
る。（ナトリウムをカルシ
ウムで置換する）

＊ECの測定法：土壌1：水5の割合となるように水を添加し、所定時間（標準法60分、全農
法1分）振り混ぜた後にECメータで測定する

EC値の測定

0.3～0.6mS/cm以下にな
るようにSTEP2～6を繰り
返す。
測定が実施できない場合
は4回以上実施する。



 

ECメータと振とうビン（全農法）

３．肥培管理のポイント

４．土壌診断による対策の要否の判定

留意事項
本資料は、既存の知見を中心に水田における塩害対策の基本的な考え方をまとめたものです。実際の対策につい
ては、地域性を考慮して県の指導機関などと十分に連携をとりながら行ってください。
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